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図l｢ユニトロールEXシリーズ+システム構成図

引一洲･医療の分野では,マイクロコンヒュ一夕や入による機能や棟作件

の｢ごり上が各装置に行きi性った｡例えば,核磁1ミ共鳴装置では高度な件能か

自動詞黎され,無人の自動i則定も可能なもグ)も製品化きれてきている亡_.ニ

のようなマイクロコンヒュ一夕内蔵による装i2】二の進歩は,仰ひ‾センサ部の

開発を促し,i和名は車グ)lJlj輪のように肋けあ1て,ニjこ世代の装こi′卜＼と発態

Lてきている｡

画像診断装苗に例を取れば,Ⅹ線.子引析装苗て､-は,高感度･高分解能グ)Ⅹ

線イメージイ ンテンシフ7イアやⅩ線エネルキーメモリ彬のイメーンンデ

フレートか開発され,オンラインク‾)■封宴な仲i條処理托術と結ひ-一‾ノき,誇即

答易なil対象か得られるようにな/ノた｡二のたダ〕,/l三釆グ‾)Ⅹ線フィルムに.上

る診断に作わり,心血管道三;‡壬検ゎなどに不叶ケくジ)もク‾)と評価され′+つある｡

また節41世代のⅩ線CT[和條呂今断装i貰では,敗亡川1FlのⅩeオス一正離村をj坑ぺ

た検J11器以外に,早結ふ1-や粉末シンナレークとシリ コンホトダイオードを

組みfナわせた何体形検亡Ii器が実開化され始ダ)ているっ り二‾ア`屯J′･むナた形出

自二波診断装置では,送′壬紙器のしl緯を†‾ご1二近く寸Jこ人し,身f小策部での分角牛能

を大幅に改善するなど,多くグ)例か姐⊥一っれる.て,

′土化学自重わ分析装箭では,紫外線領地まで壊せをも一‾ノシ りコン′十トク∴で

オートアレーの開発は,Fll血L日川手桁十と刺Lふfナわきれ,迷光ク‾)少ち･し､砧感

度の多i伎k測光か可能となり,分析時間グ)知美縮や試薬の節子蛾に穀献L7二｡

二れにマイクロコンヒュー一夕による｢1動拭作,チータ処玉里機能などか加わ

り,コストパーフォーマンスのよい′ト,巾,大規純の′土化サー′】動分析装古

シりMス､を製古占化してきた｡ヰニ年は‾如にこれJ〕の托術を統′ナした超大形楽

市を発表し,検テ在センタや大病院でグ)血液検=ナたの効キミ化,省プJ化に一大いに

貢献するもク)と一臥われる｡

また王郎斗学機器主のシステム化む-一寸芝と進.み,分-)L分析装帯,クロマト装

置では共通のコンヒュ一夕ステーションを中核にL,心外分光二光度i汁,分

光光度計,悦十[吸光うと度計,ガスクロマト装置,液体クロマト装荷を接続

し,操作件のIfり上,右打何分即の拡大などかL頚仁Jれるようにな一-ノた｡

---ノ∴ 多様化する市場にこたえる7二めの装苗グ〕過fナ化も推進されてきて

し､る｡電十顕徴税分町では,半ヰ休雪空造‾1二場プ)要請により,r】7_1-ハの表

面観察だけでなく,分析まで簡単なキ･･様作て可能な定本電/,抑微税かご製

品化されたり,数ミクロンの丁字さの試料什壬て.積一イ出できるl卜)二仁走占高一二仁電r一

顕微鋭が,世界初の医半,牛物サ守川椀として,l仰持田､ンニ共トJ研究機構の

生理学研究所に納入され,今後グ)成果が期待されている｡

プロセス計測制御の分野では,仝ディ ジタル計装システム｢ユニトロー

ルEXシリーズ+か,在来のアナログ計装に替わ一-ノて化学,食品,薬品,鉄

鋼などの7‾ロセス計装にさ実績を挙げつ一〕ある｡特に,二のシステムに適でナ

する水計装専川ソフト｢】7_17ノ＼■ッケーシ'も開発され,｢ユニトロールEX-W

システム+として,市町村ク‾)水計装に 一役を買っている｡
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計 誤り

｢ユニトロールEXシリーズ+

の開発

1975年に分散形総合計装システム,

｢ユニトロール∑シリーズ+を発売以来,

ディ ジタル計装システムは急速な広が

りを見せ,1979年には分散の究極であ

るワンループコントローラにまで到達

した｡以+二を背景として,一最新のエレ

クトロニクス､通信技術を導入した全

ディ ジタル計装システム,｢ユニトロー

ルEXシリース'+を開発した｡本システ

ムは二大のような特長をもっている｡

(1)CRTオペレーションの充実

カラ"CRTを主体とした,高機能オ

ペレータコンソールによる,本格的な

CRTオ/＼レーーーショ ンを実現した｡

(2)プロセスに最適な分散音別御

1ループ分散形DDC(Direct Digital

Control)を実現したループコントロー

ラと,DDCとシーーケンス制御をつかさ

どるマルチコントローーラがあり,プロ

セスに最適な制御機能を一選んで制御シ

ステムを構成することができる｡

(3)強力な通信ネットワーク

各コントローラ,オペレー一夕コンソ

ールなどは,jlこ通制御部のない新開発

対等環二状二重化通信方式チータノ､イウ

ェイで結合され,各ユニットの相互間

は自由に情報の交換が可能である｡

本システムは化学,食品,薬品,鉄

鋼,水道など,あらゆる産業プロセス

の制御一装置として使用可能である｡図1

にユニトロールEXシリーズのシステム
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区14 S-520形走査電子顕微鏡

区12 オペレータコンソールの例

少

図3 H-】250M形超高電圧電子

顕微鏡

構成図を,また図2に同シり-ズのオ

ペレータコンソールの例をホす｡

高性能電子顕微鏡の開発

文部省岡崎国立共同研究機構生理学

研究所納めH-1250M形超高電圧電子顕

微鏡を完成し納入した(図3)｡

最大加速電圧1,250kV,分解能1.4Å,

最高倍率100万倍でJ京子レベルの観察が

可能である｡医学,生物学専用機とし

て初めて採用され,全国共同利用機と

して新分野での応用が期待される｡ま

た,走二査形電子主張微税としてラ凡用形の

S-520形を完成した(図4)｡分解能60Å,

最高倍率20力■倍で,コンビュmタ;別御

による自動焦点合せや画像の明るさ,

コントラストなどを自動的に調整する

新機能を付加Lて操作J性を大幅にIFり上

した装置で,半導体や各種材料開発へ

の応用が期待される｡

高速さ夜体タロマトグラフの開発

高速液体クロマトグラフは分離分析

装置であり,医薬品,化学薬品,合成

高分子,生体成分などの分析に不可欠

の装置となりつつある｡このような多

様な分析目的に応じられる655形高速液

図5 ロマトクナラフ

体クロマトグラフ(図5)を開発した｡

本装置はビルディングブロック方式を

採用しており,目的に合った自由なユ

ニットの組合せができ,また必要に応

じてシステムの拡張もできる｡多成分

試料の分析に必要なブラジュント装置

はイ氏圧,高圧i昆合の両方式を採用し,

選択に幅をもたせるとともに,生休成

分の分析に有効な発色検出系は3段階

の化学反応まで可能にし,大幅な機台巨

アップを図った｡ルーチン分析用の単

能機はマニュアル操作の独立Lた機椎

として使用でき,更にこれにグラジュ

ント装置や反応系を付加Lた_卜位機種

はコンビュ【タによ り システム全体が

制御され,分析条件の記憶,溶離曲線

の作成などが実行される｡

R-90H形フーリエ変換形核磁気

共鳴装置の開発

長期安定性に優れ,維持費の廉価な

永久磁石を採用し,5Mワード大形ディ

スク装備データ処理と組み合わせ,操

作の自動化を図った新形核磁気共鳴装

置を製品化した(図6)｡従来の核磁気

共鳴装置操作に不可欠であったロック,

分解能調整操作をすべてコンピュータ

により自動化した｡0.2Hz/12時間の長

区16 R-90H形フーリエ変換形核磁気共鳴装置

区17 V-089形ベクトルスコープ

期安定性を確保できた｡その結果,熟

練したオペレータが不要となり,装置

をオープンで使用できる｡13C,1H核測

定を標準とし,最近注目されている多

核種測定機能もオプションで用意され

ている｡各種応用測定に対処できるよ

うに,標準装備で大答量ディ スクをも

ち,横軸16k点で,最大140データを格

納できる｡化学,食品,発酵など化合

物を扱う広範囲の顧客から期待されて

し､る｡

ベクトルスコープの開発

従来,TVのロケなどの番組制作に

は16ミリフイルムカメラを使用してい

たか,最近,ポータブルTVカメラ,

VTRを使用したEFP(Electronic Field

Production)方式に移行している｡この

EFPシステムでの測定器として,小形

軽量のⅤ-089形ベクトルスコープ(図

7)を開発した｡これは,TV信号のう

ち色信号の色相と飽和度をブラウン管

に表示するもので,次の特長をもって

いる｡

(1)小形軽量:寸法は幅145×奥行395×

高さ88(mm),重量は約4kgで持ち運び

に便利である｡また,19インチ標準ラ

､ソクに3fi横に並べて組込みか可能で
ある｡

(2)3電源方式:2時間以上の連続動

作■叶能なAD-099形バッテリーパック,

外部直流電源及び交流電源で動作する｡
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医用機器

736シリーズ臨床用生イヒ学自動

分析装置の開発

臨J未開生化学自動分析装置は,最近

の医療の進歩に伴い,i判定耳i目,分析

さ去もより多様化し,いっそうイ‾ご束汁件の

高し-検奄結果と同時に,高い処理能力

をもった装置が要求されてきている｡

二のような背景のもとに,表】にホす

ような3機椎をシリー-ズ開発L7こ｡図8

に736-60形を示す〔

本シり【ズでは,マイクロコンヒュ

【夕によりf別j卸された分析ユニ､ソト(処

月絹巨力1,200項目/暗)の純子ナせにより､

血i市中のコレステロMルや各椎酵素な

ど,32項目を1時間に150検体(4,800検

体/時)から最大300検休(9,600)検体/

時)分析できる｡

測定f去は,反応テーブルと多波長光

度計を組み合わせた全反応過柁i則光方

表1 736シリーズの主な仕様

形 式 736-60 736-50 736-40

同 時分析項 自 32 24 32

処理能力(検体/時) 300 300 150

方 式 ターンテーブルディスクリート方式

分析反応時 間 7.5分

試 料 量 3～10//J/項目

試 薬 量 平均300ノノJ/項目

分 析 法
比色分析,レート分析,

検体フうンク補正

光 度 計
無収差凹面回折格子,多濾

長光度計,2波長測光
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象

払フルオロスコピック

アンギョオク'

式を採用することにより,レート(反

ん仁速度)測定法,検体ブランク補正法,

血1苗情封i(i葺いJ,溶血など)の日動洲完

などが可能となり,チータのイて‾i相伴を

確保し,史に階素法や免す空比濁法など

新しい分析法にも対J芯できる｡

装置･のランニン グコストについても

試薬宗を二､f三#J300ノJは微岩二化し,検体ご

との二項H選択機能を付〃uすることによ

り従来の大形装置と比較して,大幅な

帆減をトズトノている｡圭た,k応ターン

テープ､■ルを存分析ユニットに分割する

こ とにより,一つのターンテーブルが

ダウンしても,他のターンテーブルで

分析が続行でき,ダウンタイムの†氏i城

を可能にLた｡

デイジタノレ フリレオロスコピック

アンギョオグラフイー システム

の開発

本システムは,循環器Ⅹ線検奄で,

人体をj塵過してきたⅩ練條をⅠ.トⅩ線

TVシステムで撮影し,その画像をディ

ジタル化して造影剤注入前後の画像田J

でサブトラクション,コントラスト強

調を主と した伸j條処理をリアルタイム

で行ない,Ⅹ線透視條をt年債成し,L軸

像表示を行なうⅩ維TV條ディ ジタル一装

置である(図9)｡本システムは,特に

コントラスト分解能に優れた煙j條を得

節

句■

図川 リニア電子

走査形超書波断層

装置"EUB-26”

a

図I1750形自動炎光光度計

られることを特徴としている｡このた

め,静脈性造宗絹りi‾仁入によって動脈側

の情報が得られ､カテーテル挿入頻度

と造吊之別の投与量を最小にでき,非侵

襲帥勺に検在が行なえ,て左全性グ)高い検

束方i去を確立させた｡

深部の画質を向上させた超音波

断層装置"EUB-26,EUB-27”

の開発

EUB-26,EUB-27は,腹部臓器,産･婦

人村の診断に適した,リニア電子走ノ在

形超音～妓断層装置である｡超吉波装苗

の分解能は,使用する超吉子皮の周i便数

と送′受波器の口径に依存する｡本装置

では,従来の責を大口径を15mmから27mm

に拡大し,特に深部の方位二分解能を大

幅(探さ15cmで約1.由倍)に改善した｡

また,EUB-26は,Aモ【ド機能やγ

カーブを任意に選定できるポストプロ

セシング機能を追加し,7.5MHzの探触

子まで利用できる高級機種である(図10)｡

EUB-27は,ディジタル スキャン コ

ンバータを内戚し,高級機.聴みの何質

をもった,比重如勺′ト形で持ち運びの便

利な汎用装置である｡

Na,K,Cl同時分析装置の開発

人の血i青中のナトリウム,カlいフム,

j息素イオンなどの電解質は体液呈の調

節と浸二透圧の維持をつかさどっており,

それらの濃度を知ることにより疾病の

診断及び子ヂi療法を決める重要な手がか
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図12 全波整流外形用X線TV装置"DRC-105CV”

‡養う

図川 粉末シンテレ一夕を用いた検出器による頭

部断層像
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りとなっている｡そのため病院の臨床

検茶室ではNa,K,Clが口常的に分析

されている⊂J二のたび,これら3項臼

を､一つの装置でl司時に分析できる750

形日動灸光光度計を開発Lた(図Il)｡1

検体についての分析所要時間は29秒で

ある｡また測定値の再現性はC.Ⅴ.他で

0.6%である｡なお,マイクロコンピュ

ータを川いて,側石三操作を肖勧化し,測

定伯が期待する濃度範軸に人らない検

体につし､ては再測定を行なうなど,測

定他の信相伴の向上を回った｡

全波整主充外形用X線TV装置

本装置は,外科手術をニヒ対象とLた

移動形Ⅹ線TV装置で,手術石で要求さ

れる各椎の操作に対応できるように,

ワンタッチロlソク方式をはじめ,Cア

ー1ムの車則夫な操作什を実現した｡また,

TV信号をマスク処]理Lて一乍町輝度を検

出しⅩ線汁i力を制御する｢自動輝度安

定回路+を備えている｡更に,メモリ

装詩壬を接続して,被曝低減を目的とL

た間欠透視を行なったり,手術前と干

術後の二画面記憶を可能にするなど,

従未にないシステム機能を追加した(図

12)｡

核医学データ処理装置の開発ノ

接近のラジオアイソトーープを利用し

た柁医学検査の発展には臼′迂まLいも

のがある｡今回開発した核医学データ

処二曙装置(図13)は,将来の拡弘主惟と臨

図13 核医学データ処理装置

床に兢結した操作件とソフトウェア開

発の谷馴生を考慮し,(1)CPUとして

拡張件のあるメモリア【キテクチャの

高性能ミニコンピュータHITAC E-600

の才末札(2)データの収集かノブ解析まで

一連の処理を,ブリセ､ノトLたフー■ロト

コルプログラム(心臓川7椎,そグ)他

5托)による日動処ヨ理,(3)顧客による

プログラム開発を容易にするためBASIC

をJた本にした桔医学奇相言語BIPOLA

(BasicIm咽e Processing Oriented

Language)の開発などにより,最新の

核医学検康に要求きれる高度な機能を

実現した｡

X線コンピュータトモグラフィー

用固体形X線検出器

Ⅹ線CT(コンピュータトモグラフィー)

装置による再生像の担l盲質を向上させる

ために,各梓の阿体形検山器が検請寸さ

れ,‥部の装置ではCsI;TlやCdWO4

などの単結晶シンナレ一夕とシリコン

ホトダイオードを組み合わせた検出器

か実用化され始めた｡今LL+】日立製作所

では,上記シンナレータと同等以上の

光Ll_けプと残光特件をもつ粉末シンナレ

一夕,Gd202S;Pr,Ce,Fを開発し,粉

末に適した検出器構造を採ることによ

り,単結晶シンナレ一夕に比較して人

図15 日立医療事務システム"AZ-3000”

帽に特件ばらつきの少ない多素子検出

器の開発に成功した｡この成果は株式

会社日立メディコで頒穿招β用Ⅹ線CT装

荷の検出器とLて南二ちに実用化され,

r和田Iごり_卜に貢献している｡拍車條の一

例を図14に示す(.+

日立医療事務システム

"AZ-3000”

本システムは,診療所や′ト中痛院向

けの医墳事務専用機である｡悠者登録

数は6,000人,登吉永診蝶項【1数4,800項

H,8インチ形20Mバイト磁気ディ スク

を備え,3,000枚の汚さヰ:レセプトが発行

できる｡入力はキーセットによるワンタ

ッチ入力,薬品や病名が苦かれた項目

のキーーを押すだけである｡入力時に誤

った操作をしたり,必委員項目を漏らL

た場†ナは,ディスプレイ上に誤りの内

谷を表示し,正しい操作に導く｡入力

されたデ【タは2箇月分,H付単位で

記録しているグ〕で,日付の指完三により

過上の入力データを参押し,そのまま

処方とLても利用できる｡点数の改正

時には,画耐に該当項目の内容を衷ホ

L,改正点数をキー入力することで対

応できる(図ほ)｡
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